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社会適応が改善することが、記述的および国際的にも信頼性と妥当性が高い評価尺度である Clinical Global 



























































Impression-Severity Scale（CGI-S）による専門家の病状評価、Internal State Scale（ISS）による患者の病
状把握評価、The Brief Evaluation of Medication Influences and Beliefs (BEMIB) による服薬アドヒアラン
ス評価が用いられ、その結果が継時的に示されており、双極性障害の寛解期において「簡易な心理教育」の
手法による臨床的対応が望ましいことが示唆された。
　本博士論文は、国際学会３回を含む専門学会４回での研究発表と、外国雑誌２編を含む査読誌計４編の論
文をまとめたものである。また、齊藤氏は本博士論文研究にいたるまで、中枢神経領域の薬物療法に関す
る無作為化比較試験などの研究を行い、その成果を国際学会４回、外国雑誌４編を含む計18編の論文として
公表している。氏はこれらの研究におけるプラセボ効果の高さなどから医療心理学的介入の重要性に着眼し、
本博士論文研究に着手したものである。これらの研究業績からも分かるように、氏は臨床研究の意味を十分
に理解した上で、実験的な環境で得られる臨床試験データが平均的集団における治療の有用性を検討するこ
とに対し、実践研究における事例の記述的検討が不確実性に満ちている双極性障害患者の治療の有用性を検
討することに必要であるとの判断の下に本博士論文研究を行った。その姿勢は、患者の個別性に対する配慮
を取り戻そうとする近年の医療心理学分野の研究姿勢として充分に評価できるものと考える。
　しかしながら、斉藤氏の研究には問題点もある。まず、双極性障害は長期にわたる維持療法が必要である
ことに鑑み、選択された方法論について丁寧な説明がなされたかという点においては不十分さが残る。また、
記述的検討のみならず実験的臨床試験データも同時に検討できればより妥当性の高いものになったと考える。
しかしながら、氏の研究が医療心理学に基盤を置く学際的実践研究であることを考慮すると、これらの問題
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点が博士研究論文としての価値を大きく下げるものではない。なお、氏は2015年３月から製薬企業でクリニ
カルリサーチサイエンティストとして国際的に活躍しており、今後益々、医療心理学的視点をもつ科学者と
して社会や学会活動に貢献していくことが期待されている。
　齋藤氏は2017年７月29日に博士論文の公開発表を本学 F 号館で行った。また同年８月５日開催された口
頭試問では、双極性障害には薬物療法が必要であることや寛解期には心理教育の併用が望ましいことがあら
ためて丁寧に説明された。その上で、氏が考案した心理教育プログラムである「簡易な心理教育」と患者の
社会適応や服薬アドヒアランスの改善の因果関係について、多岐にわたる視点から時間を割いた質疑応答が
行われた。その結果、実践研究から得られた患者の個別性を重視した研究成果の日常臨床における意義を審
査委員全員が認め、氏が博士たるにふさわしい研究能力を有していることを確認した。以上より、我々審査
委員は、口頭試問の結果および学会や臨床研究における諸活動から総合的に判断し、齊藤氏の研究成果と研
究者としての能力が、博士（教育心理学）の学位を授与するに相応しいとの結論に達したので報告する。
